


































































































































菅井益郎「足尾銅山の鉱毒問鷺の展開過程」左回表
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上から5行目 　　　oP890年 1897
下から9行目　．

●　　　　噛　　　　●　　　　」1　　　●

ｵたがって川の勾配は 逆に川の

下から13行目 　　　　　〇繩сm契豹ヲ締結ヲ見タリ 九割ノ契

下から5行目 財界の反対によって・2度も 財界の反

下から1生行目 　　　　●c画の基礎整備事業 田圃の基

下から13行目
　　　　　　●　　　　　o
ｬ立していることを理由に 成立してし

上から9行目 　　　　●ﾙとんどが全奮を ほとんど

下から9行目． 　　　●n良計川這水池 渡良瀬避

●　　　　　9

下から4行目 いといったが、事件後 いとして

正’

九割ノ契約総詰ヲ見タリ

財界の反対によって逼去2度も

田圃の基聲整備事業

成立しているという3点を理由に

いとしていたが、事件後




